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峠標高165m
その昔武内宿禰が忍熊王を討つべく
追いかけていたところ両軍がばったり
出会ったので逢坂と名づけられたとか。
平安京ができてまもなく関が置かれた。

｢日本一のうなぎ｣の看板
庭園内に大津絵のモデルなったという
”鬼の念仏”の石造。百人一首に詠わ

古代の三関（ｹﾞﾝ)は鈴鹿、不破、愛発

れた”さねかずら”の木がある。

（走井の泉）

大正3年画家橋本関雪が荒廃した
泉の跡に保存のため別荘を建てる。
昭和20年月心寺となる。軒行灯の
門を潜ると”走井の泉”が今も湧き
出ている。境内には走井の庭園、
小野小町の百歳像の御堂もある。

月心寺人康親王の墓、王は琵琶の名手
天安2年(858)失明し、翌年山荘を
造営し隠棲する。山荘跡は近くの
諸羽神社。

十禅寺

蝉丸は謡曲、浄瑠璃、歌舞伎で知られる平安時代
盲目の琵琶の名人、歌人。一説には醍醐天皇の
四子という。逢坂山に草庵を建て隠遁生活を送って
いたという。琵琶の音を狂女となった姉の逆髪が
聴き再開した悲話も残る。

祭神は逢坂山の守護神猿田彦命(上社)、
豊玉姫命(下社)、嵯峨天皇、後に蝉丸も祀られる。

境内に時雨火籠（国重文､花崗岩､6角､高さ2.57m)、
本殿裏に 小町塚がある。

関蝉丸神社

境内に赤穂四十六士
(寺坂吉右衛門除く)の供養塔

走井餅
本家碑

元祖

謡曲｢関寺の小町｣に出てくる関寺跡。
万寿2年(1025)関寺の本堂を建てる木材を
運ぶ人夫に混じって牛がいた。大津の某僧が
夢の中で、牛はインドの釈迦の弟子、迦葉菩薩
の化身とのお告げがあり、急いで京都に知らせ
道長や頼通がやって来て礼拝した。寺の建築も
終わり牛が死んだので道長らが牛塔を建て供養
した。中世、廃寺となり、その後長安寺となる。
牛塔（国重文、石造宝塔、）

長安寺 （関寺跡）

東海道近江：０８大津京町ー追分ー日ﾉ岡ー京三条

義経関東へ下向の折、濃州住人
関ヶ原与市重治と行違い、与市が
清水を蹴上げて、無礼をしたため打ち
とられたところ。与市ら9人が葬られ
たところから九躰町の町名がつく。

明智光秀首塚

｢東梅宮、明智光秀墳｣碑
首は粟田口で晒された後
ここに埋められる。

瑞泉寺 高山彦九郎銅像

狭い道から入る

この辺り狭い

東海道53次、中山道69次の終点。
天正18年(1590)秀吉の命を受けて
増田長盛が改築。長さ57間2寸、幅
4間１尺。石の橋杭わが国最初。

三条大橋

ので幕府に睨まれる。久留米で自刃。
京都に来て公家、勤皇家と交わった
らと共に寛政の３奇人の一人。18歳で
上野の国、尊皇家、林子平、蒲生君平

考古学的には”御廟野古墳”といわれ古墳時代末期。
上円下方墳。中大兄皇子は中臣鎌足と図り蘇我氏
を滅ぼす｡"大化の改新"(645､公地公民､中央集権）
孝徳･斉明天皇の皇太子を務め、都を近江大津に
遷都。668年天智天皇になる。近江令、庚午年籍
時刻制度など制定。天智10年(671）46歳で没。

冠木門の先

車石の石垣

明治天皇聖跡碑

(ｱﾗﾁ)であったが愛発が廃れてからは
逢坂が三関の一つになった。

大津城跡碑

大津事件碑

交番

明治24年(1891)5/11ロシア皇太子ﾆｺﾗｲ一行
琵琶湖見物の後京都に帰る途中、津田三蔵
巡査が突然ｻｰﾍﾞﾙを抜いて皇太子を斬り付け
た。傷は浅かったが大事件となる。巡査は

ﾛｼｱのｼﾍﾞﾘｱ鉄道敷設に脅威を感じ
ての犯行。

豊臣秀次､一族
家臣らの墓

幕末池田屋騒動 三条大橋

高瀬川
角倉了以開削

大津宿 草津より3里6町、京へ3里
本陣2、脇本陣１、旅籠７１、人口は５３宿で

北国から琵琶湖、湖上交通の物資集散地として
の港町、宿場町として栄え交通の要衝であった。

（上社と下社からなる）

したがって道中安全、音曲芸道の信仰が厚い。

大津代官を置き幕府直轄地として管理した。

一番多かった。2番目は府中。

加茂川

北国海道

明治18年着工5年後に完成
灌漑､水運､水車などの目的で

全長11.1KM

天智天皇陵

明智光秀首塚

札の辻

下社鳥居

続く


